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国士舘大学の学生が本市で研究発表を行いました 

～ 「社会連携を通じた地域課題の解決策に関する提案」の発表会 ～ 

本市と包括的連携協定を締結している国士舘大学の政経学部の各ゼミ

が、地域が抱える様々な課題から研究テーマを定め、現地調査等を行うな

どして検討した解決策に関して、提案発表会を行いました。 
 
１ 日時 

令和元年１１月２７日（水）午後３時から５時３０分まで 

                （開場 午後２時３０分） 
 
２ 場所  

八潮メセナ・アネックス 多目的ホールＡ・Ｂ 
 
３ 参加者 

  市長、国士舘大学政経学部 岩元学部長、同大学政経学会 長谷川学会長、 

  学生、指導教員、一般市民等、合計約 80名が参加しました。 
 
４ 実施結果 

〇 「地域が抱える課題」について、各ゼミは、普段ゼミ活動で取り組んで

いるトピックや学生の興味・関心に基づき、「高齢者支援」、「子どもの居場

所づくり」、「農業振興と住民連携」等に着目し、様々な研究テーマを設定

し、発表を行いました（テーマ名等は裏面を参照）。 

〇 本市は、各ゼミへの研究協力として、本市の状況や施策・事業等の情報

を提供しました。 

〇 各ゼミの発表の後、「地域課題の解決に向けて、自分たちができること」

をテーマに、市長、教員、学生による懇談会を開催し、意見交換を行いま

した 

〇 市長は、「議論することは問題解決に向けて非常に有効」と述べ、学生に

対して「社会の様々なことに対して自分の意見を持つようにしていただき

たい」と激励しました。 

〇 国士舘大学とは、双方の発展のために、今後も連携して事業を実施して

まいります。 

資料 6 



【参考１】各ゼミの研究テーマ 

No 研究テーマ ゼミ名 

1 ナッジを活用した高齢者支援と世代間関係の強化 平石ゼミ 

2 
図書館×まちづくり 

～ サードプレイス概念を手掛かりとした社会連携の可能性 ～ 
上村ゼミ 

3 
食で"つながる″人とまちの魅力 

― フェス・祭りの課題を解決する「秘密」のレシピ ― 
石見ゼミ 

4 子ども食堂と地方創生 ― 子ども食堂創設に関する研究 ― 的射場ゼミ 

5 
地域の特色を活かした人と人とのつながりと産業づくり 

― 社会連携と都市農業の可能性 ― 
古坂ゼミ 

6 八潮市スマートシティ化への試案 ～ スマートロック普及の観点から ～ 加藤ゼミ 

 

【参考２】発表内容例 

（No.1 ナッジを活用した高齢者支援と世代間関係の強化） 

 

 



【参考３】当日の様子 

 

 

 

発表時（学生） 

懇談会時（市長メイン） 


